












































































































2022年度

学科名 学年 1 学生数 6

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 0 3 3 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 0
2 2～2.9 3
3 3～3.9 3
4 4 0

6

人数

エアラインサービス科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 3.03
下位4分の1(GPA値) 2.87
下位4分の1(人数) 2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 エアラインサービス科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 27

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 0 12 15 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 0
2 2～2.9 12
3 3～3.9 15
4 4 0

27

人数

ホテル科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 3.01
下位4分の1(GPA値) 2.83
下位4分の1(人数) 7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 ホテル科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 2

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 1 0 1 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 1
2 2～2.9 0
3 3～3.9 1
4 4 0

2

人数

観光・ツーリズム科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.47
下位4分の1(GPA値) 2.00
下位4分の1(人数) 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 観光・ツーリズム科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 13

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 3 4 6 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 3
2 2～2.9 4
3 3～3.9 6
4 4 0

13

人数

鉄道交通科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.72
下位4分の1(GPA値) 2.14
下位4分の1(人数) 4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 鉄道交通科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 21

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 4 4 13 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 4
2 2～2.9 4
3 3～3.9 13
4 4 0

21

人数

ブライダル科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.78
下位4分の1(GPA値) 2.66
下位4分の1(人数) 6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 ブライダル科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 4

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 0 2 2 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 0
2 2～2.9 2
3 3～3.9 2
4 4 0

4

人数

総合ビジネス科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 3.07
下位4分の1(GPA値) 2.85
下位4分の1(人数) 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 総合ビジネス科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 0

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 0 0 0 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 0
2 2～2.9 0
3 3～3.9 0
4 4 0

0

人数

研究科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値

下位4分の1(GPA値)

下位4分の1(人数) 0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 研究科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 28

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 2 15 11 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 2
2 2～2.9 15
3 3～3.9 11
4 4 0

28

人数

大学併修学科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.68
下位4分の1(GPA値) 2.37
下位4分の1(人数) 7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 大学併修学科 1年



2022年度

学科名 学年 1 学生数 7

0～59点 60～69点 70～79点 80～89点 90～100点

GP　0 GP　1.0 GP　2.0 GP　3.0 GP　4.0

0～0.9 1～1.9 2～2.9 3～3.9 4

0 0 4 3 0

GPA値 GPA範囲 度数
0 0 0
1 1～1.9 0
2 2～2.9 4
3 3～3.9 3
4 4 0

7

人数

英語キャリア科
◆成績の分布

指標の数値

GPA範囲

平均GPA値 2.81
下位4分の1(GPA値) 2.49
下位4分の1(人数) 3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0

1～1.9

2～2.9

3～3.9

4

2022年度 英語キャリア科 1年

































 

 

 

 

 

2021 年度 
（２０２１年 4 月～２０２２年３月） 

 

自己評価報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人田中育英会 

東京エアトラベル・ホテル専門学校 

 
 

 



１．学校の教育目標 

 

   本学の教育理念、目的、育成人材像は学校創始者による「建学の精神」に示されて 

  いる。己の天職を求めて研鑽に励み、国際社会の文化と福祉に貢献することを目的に

学問をするものである。豊かな人間性を育むと共に常に専門知識の奥深さを究明し  

  天職をまっとうし得る人材を育成することである。人生の豊かさは天職を求め、それ

をまっとうするところにある、と語られている。 

   本学は学校教育法による教育機関として、航空、観光、ホテル、ブライダル、鉄道 

  などのサービス業及び英語等語学の分野に関する専門教育を行い、専門的知識・技能

を習得させると共に、総合力・人間力を兼ね備えた有能にして教養と社会的常識を持

った人材を育成することを目的としている。 

   その具現化においても専門に関する基礎知識を学び、インターンシップや実学を行

い、社会人として必要な次のような能力を育むことを具体的な教育目標としている。 

   ア）自ら考えて行動できる能力 

   イ）コミュニケーション能力 

   ウ）リーダーシップ＆チームワーク 

   エ）チャレンジ精神 

   オ）社会人に相応しいマナー 

   またイギリスのオクスフォード大学をはじめ、アメリカやニュージーランド等海外 

姉妹校 10大学との交流により、国際感覚、語学力を養っている。 

  毎年 10 大学の海外姉妹校から教授、学生が来校し、2週間に亘り本校の学生たちと 

交流するインターナショナルウイークを実施している。更に海外姉妹校から本校学生

へ招待を受ける機会もあり、選抜された学生は海外の大学で授業を受け、ホームステ

イを体験することによりに語学や外国文化を学ぶことができる。 

   このように将来、国際社会の文化と福祉に貢献することができるグローバルな人材

の育成も、目的の一つとしている。 

   また、小金井市、国分寺市と地域活性化包括連携協定を締結し、社会貢献・地域貢

献を通じて学生の学修機会の更なる拡充を図るものである。  

 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

   社会の変化や教育界の改革などにより大きく変動するマーケットの中で、本校なら

ではの価値の最適な進化とそれに伴う募集広報力の改革的向上を図るため、本校のブ

ランド価値をより明確に高めるための３ヵ年計画『テクノス戦略 2020』を姉妹校東京

工学院とともに策定しスタート、続けて５か年計画「テクノス戦略 2025」を策定し、

今年度はその整備・基礎固めの初年度であった。具体的には①プレゼンスの確立②教

育＆施策の成果③ＤＸを踏まえた学び方＆学ぶ環境の進化と多様化④拡大する「社会

の縮図」に相応する実学の進化と連携の拡充⑤vision 相応な教職員＆学院組織の役割

や機能の進化、で構成するものである。 
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３．評価項目の達成及び取組状況 

（１）．教育理念・目標 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 

（専門分野の特性が明確になっているか） 
  ４  ３  ２  １ 

・学校における職業教育の特色は何か ４  ３  ２  １ 

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４  ３  ２  １ 

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等

に周知されているか 
  ４  ３  ２  １ 

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向

けて方向づけられているか 
  ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・ 急速に変化する業界のニーズを迅速に的確に把握し、学修に活かすこと。  

  

② 今後の改善方策 

 ・常に教職員が社会の変化、業界の将来像を情報収集・把握して共有し、学科授業で

最新の情報を学生に提供する。また、カリキュラムの柱である「テクノスゼミ」の

充実を図る。 

③ 特記事項 

  ・テクノス独自の「PRAG」を軸に、専門性のみならず、人間力・総合力を育成する。 

  ・社会探求・業界のニーズを把握するため、インターンシップを積極的に取り入れる。 

  ・応用・発展ゼミの充実を図っていく。 

   ※PRAG＝P プロジェクトベースドラーニング、 R リアルワークラーニング 

       A アクティブラーニング G グローバルラーニング 

（２）学校運営 

評価項目 適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・目的等に沿った運営方針が策定されているか ４   ３  ２  １ 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか ４   ３  ２  １ 

・運営組織や意思決定機関は、規則等において明確化されているか、 

 有効に機能しているか 
４   ３  ２  １ 

・人事、給与等に関する規程等は整備されているか ４   ３  ２  １ 

・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４   ３  ２  １ 

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４   ３  ２  １ 

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ４   ３  ２  １ 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４   ３  ２  １ 
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① 課題 

・新規雇用者へのコンプライアンス教育の実施と、継続的な研修実施。 

    ・より効率化を図るため、決済/精算等のシステム導入を検討する。 

    

② 今後の改善方策 

・就業規則、給与規定等の規定は、２０２１年４月１日付けで改定した。 

・コンプライアンス教育については、定期的な研修会および E-ラーニングを導入し   

実施する 

  ・次年度楽々精算等のシステムを導入すると同時にペーパーレス化を図る。 

 

③ 特記事項 

 ・事業計画、収支予算については、毎年度２回の定例理事会にて審議・決定している。 

    また、年度初めに理事長から全教職員に対し、年間目標・年度方針が示され、 

    全教職員が目標達成に向けて努力している。 

   ・情報公開については、ホームページ、パンフレット等に適正に公開している。 

・情報システムは、ＷＥＢポータル・info クリッパー、info クラウドを導入し、 

業務の効率化/情報の管理の適切化を図っている。 

   ・事務局内に総務部・教務部・学生部・広報部・キャリアセンターなど５部を設け、

円滑な学校運営を推進している。 

 

（３）．教育活動 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 

 
４   ３  ２  １ 

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に 

 対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４   ３  ２  １ 

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４   ３  ２  １ 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方

法の工夫・開発などが実施されているか 
４   ３  ２  １ 

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラ

ムの作成・見直し等が行われているか 
４   ３  ２  １ 

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、

実技・実習等）が体系的に位置づけられているか 
４   ３  ２  １ 

・授業評価の実施・評価体制はあるか ４   ３  ２  １ 

・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか ４   ３  ２  １ 

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ４   ３  ２  １ 

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけ

はあるか 
４   ３  ２  １ 
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・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を

確保しているか 
４   ３  ２  １ 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）

を確保するなどマネジメントが行われているか 
４   ３  ２  １ 

・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の

指導力育成など資質向上のための取組が行われているか 
４   ３  ２  １ 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか ４   ３  ２  １ 

① 課題 

・職業教育に対する外部関係者からの評価を教育に反映しやすい組織つくり。 

  ・関連分野における業界や企業と連携し、教員の研修機会の増加。 

 

② 今後の改善方策 

・学科ごとに「学科ワーク」を策定し、これに沿ったカリキュラムを作成する。さらに 

 全学科に設置したゼミでは、外部の方に向けて提案をし、厳しい評価をされることで 

 探究の必要性を実感することも必要と考える。 

・教職員の採用については学院全体で「適所適材」の募集活動を行う。 

   

③ 特記事項 

・社会探求＆連携推進チームを立ち上げ、社会の変化に関する情報を全教職員で共有 

 している。 

・キャリアセンター所管でテクノスのキャリア支援プログラム「未来デザインワーク」 

を始動し、全学生が MY卒後 vision を作成した。                   

・教務部主催で年４回、教職員研修を実施した。 

・ゼミの講師として企業/団体等で活躍している人を招き最新の情報を取得している。 

・コロナ渦で、これまで体系的に行っていたインターンシップ等を実施することが難

しい状況となった。 

 

 

（４）．学修成果 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・就職率の向上が図られているか 
４   ３  ２  １ 

・資格取得率の向上が図られているか ４   ３  ２  １ 

・退学率の低減が図られているか ４   ３  ２  １ 

・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４   ３  ２  １ 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用さ

れているか 
４   ３  ２  １ 

4 

 

 



① 課題 

特になし 

 

② 今後の改善方策                            

・退学希望者に対応するため退学理由によっては他科への転科または東京工学院への 

転校を勧めている。 

 

③ 特記事項 

・毎年、業界で活躍している卒業生・企業人を後援者としてキャリアセンターが選定

し、就職対象学年生に 4回～5回の「進路ガイダンス」を実施している。 

・姉妹校の東京工学院とキャリアセンターを統合し、すべての求人情報を、全学生は 

もちろん教職員、保護者に WEB ポータルで共有している。  

 

（５）．学生支援 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか 
４   ３  ２  １ 

・学生相談に関する体制は整備されているか ４   ３  ２  １ 

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ４   ３  ２  １ 

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４   ３  ２  １ 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか ４   ３  ２  １ 

・学生の生活環境への支援は行われているか ４   ３  ２  １ 

・保護者と適切に連携しているか ４   ３  ２  １ 

・卒業生への支援体制はあるか ４   ３  ２  １ 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４   ３  ２  １ 

・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が

行われているか 
４   ３  ２  １ 

 

① 課題 

・学生生活に問題のある学生は積極的に保護者に連絡・相談しているが、一部連絡を 

いただけない保護者も散見される。コロナ感染拡大により相談内容も多岐に亘ってい

る。 

 

② 今後の改善方策 

・問題のある学生は保護者も含めた三者面談を早めに実施しているが、さらに注力す

る。 

  ・保護者に対して学事・イベント等に関する情報や案内を継続的に今後も送りコミュ

ニケーションをとる。 

  ・本校独自の奨学金制度の拡大を検討する。 
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③ 特記事項 

・高等教育修学支援新制度の対象校である。 

  ・本学独自の奨学金制度（田中育英会奨学金、特待生奨学金など）あり。また、学生寮

も設置しており、そのほか提携学生会館も紹介して地方出身者にも対応している。 

・カウンセラールームを設置しており、専門のカウンセラーが学生・教員・保護者から

の相談に対応している。対面だけでなくオンラインでも相談可能である。 

  ・コロナ渦でクラブ活動が制限されたこともあったが、学生主体のオープンキャンパス、

TECHNOS 祭、TECHNOS 展など PBL（課題解決型学習）を積極的に行った。 

  

 

（６）．教育環境 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 

 
４   ３  ２  １ 

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育

体制を整備しているか 
４   ３  ２  １ 

・防災に対する体制は整備されているか ４   ３  ２  １ 

 

① 課題 

 

・校舎移転から３０年が経過し、今後は施設や設備の計画的な補修・改善を進める。 

 

② 今後の改善方策 

・学内施設については、施設・設備の担当職員が平素より点検保守に努める。 

・新たな企業と連携することによりインターンシップの機会拡充が実現できるようにす

る。 

   

 

③ 特記事項 

  ・既存の人工芝の総合グラウンドとテニスコート、温水プール、体育館、実習室、図

書室、保健室、学生食堂など教育上必要な施設・設備はすべて完備している。 

これらの施設を地元住民、高校に貸出していたが、コロナによって一旦中止した。 

  ・海外研修も毎年複数のコースを設定しているが、コロナ渦であったため、すべてオ

ンラインで実施し、全学科の希望者の参加を可能とした。 

  ・8 月には、１階２階の教員室のリニューアルを終了し、ペーパーレス化を実施。 

  ・オンライン授業による充実した学びの継続のため、全館 Wi-Fi 設備を設置済み。 
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（７）．学生の受入れ募集 



評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・学生募集活動は、適正に行われているか 

 
４   ３  ２  １ 

・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４   ３  ２  １ 

・学納金は妥当なものとなっているか 
４   ３  ２  １ 

 

① 課題 

・・体験入学やオープンキャンパスなど年間を通して実施。エンロールメントマネージ 

メントの観点から、学生募集は全教職員で取り組むことにしている。全教職員が来校

希望者のニーズに答える的確な情報提供を行うことが必須。 

 

② 今後の改善方策 

 ・オープンキャンパスに参加してくれた高校生や在校生から、高校の先生や同級生 

後輩への口コミ広報が最善策。 

  ・入学前から「今後の社会・業界」を見据えた自身のありたい姿を語る、 

「オーディション入学」入学方法を実施。 

  ・２年生の再集客をターゲットとする。 

 

③ 特記事項 

・体験入学に参加した高校生の情報がより迅速に正確に共有できるシステム info Cloud

を導入して高校生の情報を共有して、コンバージョンを上げるなど募集活動に活か

している。 

  ・学納金は他の専門学校と比較して平均的なものである。 

  ・オープンキャンパスは、在校生（PBL）が中心になって企画・運営している。 

  ・オープンキャンパスはすべてハイブリッドで行った。 

 

（８）．財務 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４   ３  ２  １ 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４   ３  ２  １ 

・財務について会計監査が適正に行われているか ４   ３  ２  １ 

・財務情報公開の体制整備はできているか ４   ３  ２  １ 
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① 課題 

・少子化や大学全入時代の到来、経済状況など厳しい状況にも左右されない、中長期の

健全な財務状況の実施に向けて今まで以上に綿密な分析・計画・戦略が必要と考えられ

る。 

 

② 今後の改善方策 

  ・各部署の予算編成にあたっては前年度踏襲型になりがちであるのに対して、予算 

計上段階で実施計画・内容・必要性を十分にヒアリングし精査することで、効率的

な予算配分を行い、予算計画の改善策とする。 

   ・決まった予算をより効果的に活用するためにコスト削減も検討する。 

   

④ 特記事項 

  ・財務情報は HP にて公開している。 

  ・公認会計士による外部監査、及び監事による内部監査を実施している。 

 

（９）．法令等の遵守 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 

 
４   ３  ２  １ 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４   ３  ２  １ 

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか ４   ３  ２  １ 

・自己評価結果を公開しているか ４   ３  ２  １ 

 

① 課題 

・一定レベルではあるが、全教職員が一般法令はもとより、学校運営において遵守すべ

き各種法令、専修学校設置基準、学則等をより深く理解する。 

   

② 今後の改善方策 

・毎年、新任職員の採用に合わせて、定期的に法令遵守等の研修会を実施する。 

・日々の学校運営において法令等に抵触する可能性を認識した場合は、今後も各教職員

が所属系・部署の上長に報告,連絡、相談し対応を検討する。 

  ・教職員を対象に個人情報・コンプライアンス講習会を実施する。 

 

③ 特記事項 

  ・個人情報の取り扱いについては、学生と保護者等に対し、あらかじめ文書で 

   利用目的を明示し、利用について同意を得ることを厳守しており、個人情報への 

   アクセスを制限して漏えいを未然に防止している。 

  ・個人情報の取り扱いについては新入生オリエンテーションで指導している。 

  ・自己評価結果についても HP上で公開している。 

  ・必要に応じて顧問弁護士、社会労務士に指導を仰いでいる。 
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（１０）．社会貢献・地域貢献 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 
４   ③  ２  １ 

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ４   ③  ２  １ 

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を

積極的に実施しているか 
４   ③  ２  １ 

 

①課題 

  ・地域活性化連携包括協定を締結した小金井市、国分寺市との連携をさらに強固に 

   具体的に遂行する。 

  ・今後、サテライトキャンパス「みどりの村」がある佐久市とも連携を考えたい。 

 

③ 今後の改善方策 

・引き続き小金井市、国分寺市の担当者と話し合いを継続し、お互いのメリットを 

 考えていく。 

・近隣の小学校や中学校からキャリアプログラムの依頼に応える。 

 

 

④ 特記事項 

 

・国分寺市市民から挙式者を募集し、11 月 22 日にシビルウェディングを実施予定で 

あったが、コロナ感染症拡大のため実施できなかった。 

  ・コロナが収束したら、地元住民、高校へのグラウンド、体育館、温水プール等の貸

出しを再開したいと考えている。 

  ・今後さらに社会貢献/地域貢献を推進するため「地域連携推進委員会」を立ち上げる。 

 

 

（１１）．国際交流（必要に応じて） 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか 

 
４   ３  ２  １ 

・留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとられて

いるか 
４   ３  ２  １ 

・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されている

か 
４   ３  ２  １ 

・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか ４   ３  ２  １ 
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① 課題 

・コロナ渦であってもオンラインで海外姉妹校10校との交流を盛んに実施しているが、

それに伴う教育効果ついて外部に発信することがやや不十分であった。 

・コロナで留学生の入学が減少している。 

 

① 今後の改善方策 

・HP や学校案内等の媒体を通して国際交流の状況や教育的な成果について定期的に発信 

できる体制を構築する。 

 

② 特記事項 

・以前は、イギリス・アメリカ・ニュージーランドの海外姉妹校 10校の教授・学生が 

来校し、2 週間本校の学生・教員と交流するインターナショナルウイーク、本校学生

の海外姉妹校での短期研修も実施していて、終了後はプレゼン方式の報告会を学生・

教員を対象に行っていたが、2021 年度は、オンラインでの実施となった。 

・海外留学担当の専任教員を選任するとともに、外部の留学センターと契約し留学希望

の学生に対応している。海外留学中の学生は月 1回定期報告を行っている。 

 

 

 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

  ・今年度から、2025vision を策定し、総合キャリア機関としての体制を確立すべく「5

年プラン」を実行する。 

  ・小金井市、国分寺市と地域活性化包括連携協定を締結し、社会貢献・地域貢献に積極

的に寄与するとともに、学生の実学の学修機会の拡充を図っており、高い評価を得て

いる。今後は、サテライトキャンパスがある長野県佐久市とも同様に連携し、更なる 

  拡充を図っていく。 

 ・専門学校ではあるが全学科のカリキュラムに「社会課題に挑戦する」実学ゼミを導入

するなど、他校との差別化を図り、専門学校という枠に留まらない、「ユニークな総

合キャリア機関」としての学校創りを推進している。 

 ・コロナ渦であってもオンラインを有効に使い、海外姉妹校との取り組み等、「学びを止

めない」、「チャンスと捉える」ことを実践している。 

 ・これら本校の特色を HP で積極的に訴求し、安定した学校運営を行い、専門性・人間力・

総合力を兼ね備えた「本物の職業人」を育成し、社会に輩出することを目指している。 

 

 

 

 

 

 

10 



 

 

 

 

 

2021 年度 

(2021 年 4 月～2022 年 3 月) 

学校関係者評価委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人田中育英会 

東京エアトラベル・ホテル専門学校 

 

 



 

学校法人田中育英会 東京エアトラベル・ホテル専門学校では『2021 年度自己評価報告書』に基づき

「学校関係者評価委員会」を開催しましたので下記の通りご報告いたします。 

東京エアトラベル・ホテル専門学校 

校長 増田 浩美 

 

記 

 

1) 日 時 2023 年 3 月 24 日(金) 16：00～17：15 

2) 場 所 小金井校舎  2F 会議室 

3) 出席者 学校関係者評価委員 

       卲 康銘(卒業生) 

       髙橋 保雄(高輪プリンスホテル 総務部 GO TO トラベル事務局へ出向中) 

       和木 恭子(卒業生) 

  学校側出席者 

       校  長 増田 浩美 

       部  長 若林 健太郎 

以下、事前打ち合わせ（当日欠席） 

 横田 幸一(株式会社リビエラ 総務部次長) 

       明石 伸子(NPO 法人 日本マナー・プロトコール協会 理事長) 

      

4) 委員会次第 

(1) 開会 

(2) 校長 挨拶 

(3) 学生部長 コロナ禍における本校の教育の現状、今後の方針説明 

(4) 審議 自己評価報告書の各規準項目に対する委員からの意見・助言 

(5) 部長 挨拶 

(6) 閉会 

5) 規準項目ごとの各委員からのご意見・ご助言 

  1 学校の教育目標 

     特に意見なし 

  2 本年度の定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

     特になし 

  3 評価項目の達成及び取組状況 

(1) 教育理念・目標 

① 課題 

：「急速に変化する業界のニーズを迅速に的確に把握し、学修に活かすこと。」追記 



(2) 学校運営 

① 課題 

：「コンプライアンス教育の実施と、継続的な研修実施。」追記 

② 特記事項 

：「事務局内に総務部・教務部・学生部・広報部・キャリアセンターの 5 部を設け、 

 円滑な学校運営を推進している。」追記 

  ⇒姉妹校である東京工学院との連携がとりやすいことを明記する。 

(3) 教育活動 

③特記事項 

  ：「教務部主催で年４回、FD 研修を実施した。」追記 

    ⇒教職員がアクティブラーニングを意識することに繋がったことを明記する。 

(4) 学修成果 

 ②特記事項 

  ：「業界で活躍している卒業生・企業人を講演者としてキャリアセンターが選定し、 

   就職対象学年に４～５回「進路ガイダンス」を実施している。追記 

 ⇒コロナ渦で、観光業界全体的に苦労している中、きちんと対策が取れている 

     ことを明記する。 

(5) 学生支援 

 ③特記事項 

   ：「コロナ渦でクラブ活動に制限が出たこともあったが、学生主体のオープン 

    キャンパス、ＴＥＣＨＮＯＳ祭、ＴＥＣＨＮＯＳ展などＰＢＬを接客的に動か 

    した」追記 

     ⇒活動が制限される中でも、感染対策を取りながら取り組んでいたことを 

      明記する。 

(6) 教育環境 

        ③特記事項 

          ：「夏に、１階２階の教員室のリニューアルを終了し、ペーパーレス化を実施。」 

           追記 

⇒様々な場面で、学科横断を可能にする。また、ＳＤＧｓの観点からも、意識  

 していることを明記する。 

(7) 学生の受入れ状況 

  ③今後の改善方策 

    ：「入学前から今後の社会・業界を見据えた自身のありたい姿を語るオーディシ 

ョン入学を実施。」追記 

    ⇒他校との差別化の一つとして明記する。 

(8) 財務 

  特に意見なし 

 



(9) 法令等の遵守 

  特に意見なし 

(10)社会貢献・地域貢献 

   特に意見なし 

(11)国際交流 

   ③課題 

    ：「コロナで留学生の入学が減少している。」 

         ⇒日本語学校との連携も必要であることを明記する。 

  4 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

      ：２０２５vision はこれからの社会・業界の変化をとらえたものであり、この理想に向かっ

て専門性・総合力・人間力を兼ね備えた「本物の職業人」を輩出するために尽力してほし

い。 

      ：毎年、カリキュラムの内容を精査していることにより、今の時代に合ったものになってい

る。 

      ：大学コースを充実させ、テクノスブランドを確立してほしい。 

      ：図書館＆ラーニングコモンズのリニューアルにより、学生の活用が進み、結果「ゼミ」 

       の活性化にもつなげてほしい。 

以上 












